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　情報科学領域では「これからの分野」という期待を抱き，

データベース分野で仕事を始めて以来，結果的に 25年

間，主にソフトウェア開発で，モノづくり，アーキテク

チャ開発，標準化などの仕事に携わってきました．その

中におけるここ10年間の SQL標準化活動の意義を日頃

の業務と照らし，考えたことを書いてみます．

　売上規模が約 1兆円に迫る SQL DBMSの仕様共通化の

声に押されて，筆者は標準化の場に日本を代表するアー

キテクトとして参画しています 1）．標準化は，「ビジネ

ス」と考える米国ベンダ代表者，「ライフワークで理想」

と捉える欧州からの参加者の中にあって，当初は，議論

の進め方，合意形成の手順など戸惑うことが多々ありま

した．ただ，業務として自ら規格に準拠する製品を開発

しており，開発した仕様はより広めるべきと意識を強く

持っていたので，上手く参画できたように思います．

　この標準化活動は，自ら開発したモノ（DBMS）に基づ

き仕様の提案を行うからこそ，最新の動向，潮流を創出

する場に参画でき，先行開発を目指している業務とも上

手く合致するように思います．しかも，規格開発の場で

議論されるのは，規格内容だけではなく，将来の方向性，

実装技術などと密接に関連するので，開発方向性を探る

場としても重要であることを参画して実感しました．

　さらに，最近では，仕様の提案を積極的に行うことで，

仲間作りや最新の動向，潮流を創出することなどに，よ

り意義を見出すようになってきています．

　さて，躍進著しい中国の経済界で使われている言葉に，

「製品を作るだけでは三流の会社，技術を開発するだけで

も二流の会社，標準を決めてこそ一流の会社」がありま

すが，私が会社生活で経験している業務も，モノづくり，

アーキテクチャ開発，および標準化と段階を踏むように

感じます 2）．今の時代では，この段階を短いサイクルで

回すことも必要になっているように感じています．

　データベース分野で言えば，たとえば情報統合の手段と

して XMLを利用し，XQueryおよびWebサービスをデータ

ベース基盤に適用することで情報を共有化させ，顧客に付

加価値を提供するさまざまなアプローチが出現しつつあ

ります．最新の SQL規格（ISO/IEC 9075 :  2008）では，このよ

うな動きに対応して，SQLデータベースの中に XMLデー

タを格納する機能および SQL/XMLの問合せ機能に XQuery

を採用するなど積極的に開発を推進しています 3），4）．

　また，商用 DBMSに加えて，OSSの PostgreSQL，MySQL，

Firebirdの活用が進み，ますます SQLが開発現場に浸透し

つつある現状を踏まえると，データベース分野の中核を占

める SQLを今後どのように開発していくべきか，規格開

発だけではなく，データベース関連のアプリケーション，

応用パッケージなどを巻き込んで進める必要があると認

識されています．応用指向であるがゆえに，多様なニーズ

に応えるために開発のサイクルは短くなりがちで，しかも

それらの応用指向の要求に資する DBMSを開発するために

は，各応用分野に対応するアプリケーション開発の視点

と，先進的なアーキテクチャを DBMS基本構造に反映する

設計技術力を持ちつつ，かつ，これらを融合させる DBMS

開発すなわちモノづくりを維持し続ける必要があります．

　日本からは，このモノづくりを基にして，SC 32/WG 

3の SQL/Security，SC 32/WG 4の SQL/MM Historyを新た

な開発として提案しており，このような動きに対応しよ

うとしています 5），6）．今後ともデータベース管理の中

心が SQLおよびその応用であることには間違いがなく，

今後の開発方向性を打ち出すことができるように邁進し

たいと考えています．
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注）DBMS：データベース管理システム
　　XQuery：W3Cが規定する XMLへの問合せ言語
　　　　　　（W3C勧告：XQuery 1.0: An XML Query Language（2007））
　　OSS：オープンソースソフトウェア


